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科学技術・学術審議会 

情報委員会 

AI for Science を支える研究データの管理・ 
利活用と流通の在り方ワーキンググループ 

（令和 7 年 10 月 6 日設置） 

情報委員会運営規則第２条の規定に基づき、科学技術・学術審議会 情報委員

会に以下の下部組織を設置する。 

 

名称 調査審議事項 

AI for Scienceを支える研

究データの管理・利活用と

流通の在り方ワーキンググ

ループ 

AI for Scienceを支える研究データの管理・利

活用と流通の在り方に係る事項について 

 

流通基盤SINET

研究データ基盤NII RDC

開始時期：2021年～

【組織・位置づけ】

【調査事項】

AI for Scienceを支える研究データの管理・利活用と流通の在り方
ワーキンググループ

資料２
科学技術・学術審議会

情報委員会（第45回）

令和8年1月14日
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【構成員（10名）】

石田 栄美 九州大学データ駆動イノベーション推進本部教授

主査代理 江村 克己 福島国際研究教育機構理事

工藤 郁子 大阪大学社会技術共創研究センター特任准教授

千葉 滋 東京大学情報基盤センター長

林 理恵 NTT株式会社ネットワークサービスシステム研究所主幹研究員

宮田 なつき 産業技術総合研究所人工知能研究センター研究チーム長

矢守 恭子 朝日大学情報教育研究センター長

吉田 亮 情報・システム研究機構統計数理研究所副所長

若目田 光生 株式会社日本総合研究所創発戦略センターシニアスペシャリスト

＜臨時委員＞

＜専門委員＞

※敬称略、５０音順

AI for Scienceを支える研究データの管理・利活用と流通の在り方
ワーキンググループの委員名簿

主査 尾上 孝雄 大阪大学理事・副学長
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●WG開催
（年度内に3回程度予定）
・流通基盤と研究データ
基盤の現在地
・次期SINETの在り方
・研究データ基盤の方向性
等

●WG開催
（6月目途にWG報告書を
とりまとめ予定）

●情報委員会への報告

●概算要求検討

●次期情報基盤等
・次期SINETは2028
（R10）年度から運用開始
を目指す
・研究データ基盤の高度化
等を進めるべく2027（R9）
年度より新規事業始動を
目指す

次期情報基盤の運用等に向けて

※文部科学省におけるAI for Science推進の動きとも適時連動


	【資料2】AI for Scienceを支える研究データの管理・利活用と流通の在り方ワーキンググループについて

